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消
産

「井手・平蔵祭り」（古閑原守護神社）の相撲大会で
この日一番に土俵を沸かせた〝わんぱく力士〟は
七滝中央小5年の染田真太郎くん（上野）。
大金星を狙う取組相手、同小6年の山田真祐さん（同）を
軽々と持ち上げ、土俵の外へとゆっくり抱え出しての白星。
決まり手は、我流のつり出しといったところだろうか？
その、強さ、逞しさ、そして堂々たる粋なやさしさに
会場から歓声と笑顔が溢れた。（11 ページに関連記事）
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評
価
を
考
え
て
お
り
、
来
年
３
月
に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
大
会
を
検
討
し
て

い
る
。

　

北
里　

ま
だ
、
検
証
は
行
って
い
な

い
。
次
に
マ
ニ
フ
ェス
ト
を
作
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
数
値
を
入
れ
て
、
必
ず
検

証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
い
と
考
え
る
。

　

神
吉　
マ
ニ
フ
ェス
ト
サ
イ
ク
ル
の
な

か
で
、
町
民
が
ど
う
や
って
政
策
に
関

わ
って
い
く
の
か
。

　

大
住　
（
合
志
市
）
総
合
計
画
に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
入
れ
込
ん
だ
。
総
合

計
画
に
は
市
民
の
代
表
20
名
で
政
策

審
議
会
を
作
り
論
議
し
て
い
る
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
必
ず
公
開
し
、

議
会
に
も
そ
の
都
度
提
案
し
て
、
市

民
も
あ
る
程
度
は
理
解
で
き
て
い
る

と
思
う
。

　

北
里　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
自
分
が

こ
の
ま
ち
を
ど
う
し
た
い
」
と
思
う
こ

と
が
基
本
で
あ
る
。
対
話
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
が
重
要
。
町
民
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
を
察
し
な
が
ら
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　

山
本　

住
民
と
話
す
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
日
常
的
に
行
政
組
織
や
各

種
機
関
と
話
し
て
課
題
を
出
し
て
も

ら
う
。
そ
れ
を
常
日
ご
ろ
か
ら
習
慣

的
に
捉
え
る
感
覚
を
持
っ
て
い
れ
ば
毎

　

神
吉　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
実
行

に
移
し
、（
市
町
）
職
員
の
抵
抗
感

は
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
協
力
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
って
いっ
た
の
か
。

　

北
里　
（
職
員
の
）
抵
抗
感
は
無

か
っ
た
が
、
あ
ま
り
前
向
き
な
動
き

も
無
か
っ
た
。（
ま
ち
づ
く
り
は
）
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
た
め
（
職
員
の
）
理

解
を
得
て
、随
分
（
役
場
も
）
変
わ
っ

た
と
思
う
。
今
ま
で
の
（
行
政
の
）

習
慣
や
慣
わ
し
は
当
た
り
前
で
は
無

か
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。

前
向
き
に
物
事
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
本　

今
思
え
ば
、
職
員
は
非
常

に
動
い
て
い
る
が
、
最
初
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
。「
訳
あ
り
行
動
」と
言
って
、

理
由
が
な
い
と
人
間
は
動
け
な
い
の

で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
ま
で
の
行
政
の
仕
組
み

を
変
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
と
言

え
る
。
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
行
動

に
移
す
こ
と
で
、
自
信
が
つ
き
、「
ま

た
や
ろ
う
」
と
い
う
意
欲
が
わ
い
て
く

る
、
ま
さ
に
人
材
育
成
で
あ
る
。
マ
ニ

フ
ェス
ト
型
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、

目
標
を
掲
げ
て
、
共
有
し
て
い
く
な
か

で
、
気
づ
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
住　

職
員
と
の
（
意
識
）
共
有

化
が
必
要
で
あ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と

は
何
か
を
私
な
り
に
（
職
員
に
）
説

得
を
し
た
が
、否
定
的
な
意
見
も
あ
っ

た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
約
束
で
あ
り
、

民
主
主
義
の
ル
ー
ル
。「
民
主
主
義
と

は
何
か
」「
市
民
が
主
役
と
は
何
か
」

を
職
員
が
少
し
で
も
理
解
で
き
た
か

と
思
う
。

　

神
吉　

議
会
と
の
関
係
を
ど
う

作
って
い
く
べ
き
で
あ
る
か
。

　

大
住　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
冊
子
を
議

員
に
配
り
、
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
論
点
と
な
っ
た
。

　

北
里　
マ
ニ
フ
ェス
ト
が
要
因
と
な
っ

て
、議
論
の
活
性
化
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

山
本　

3
者（
町
民
、行
政
、議
会
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
情
報
公
開
で
あ
る
。
情

報
公
開
を
し
な
い
と
議
論
で
き
な
い
。

　

神
吉　

議
会
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
役

割
は
な
に
か
。

　

吉
川　

議
員
は
、
首
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
が
出
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
達
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
て
危
機

感
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
自
分

達
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
活
性
化
し
て
く
る
。

議
会
が
新
し
い
道
を
模
索
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
す

ご
く
刺
激
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
。

　

神
吉　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
検
証
可
能

な
公
約
と
言
わ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェス

ト
の
評
価
を
す
る
と
き
に「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
や
っ
た
ら
い
い
の
か
。

　

山
本　

住
民
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
検

証
を
行
っ
た
。
評
価
検
証
は
取
り
組

む
こ
と
自
体
が
成
果
で
あ
る
。
次
回

も
ぜ
ひ
（
町
民
に
）
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、
し
っ
か
り
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

　

大
住　

担
当
部
署
で
、
逐
一
進

ち
ょ
く
状
況
を
点
検
し
て
い
る
が
、

評
価
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
。
部
内
で

の
評
価
と
併
せ
て
、
市
民
代
表
の
政

策
審
議
会
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
と

日
が
改
善
の
場
と
な
る
。

　

吉
川　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
民
主
主
義

の
重
要
な
ツ
ー
ル
（
道
具
）。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
評
価
検
証
は
約
束
さ
れ
た
こ

と
が
果
た
さ
れ
た
か
を
み
る
自
己

チ
ェッ
ク
要
素
が
強
く
最
低
限
の
民
主

主
義
で
あ
る
。　
　
（
中
文
敬
称
略
）

県内首長が一挙集結
〝マニフェスト会談〟
県内首長が一挙集結
〝マニフェスト会談〟
県内首長が一挙集結
〝マニフェスト会談〟

第3回御船町マニフェストまちづくり大会が9月5日、
カルチャーセンターで開催され、町内外から約400人が傾聴しました。
今大会には、県政の舵取り役である蒲島郁夫熊本県知事をはじめ、
大住清昭合志市長、北里耕亮小国町長を迎えて、
マニフェスト先進自治体の行政運営や事例が紹介されました。
ここでは、パネルディスカッションを整理しながら、
蒲島県知事が語る「マニフェストと県政」をお伝えします。

｢

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
他
の
意
向
に
左
右
さ
れ
な
い｣
｢

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
説
明
責
任
と
引
き
返
す
勇
気｣

寄って、見て、聞いてはいよ！マニフェストまちづくり大会

「
民
主
主
義
と
は
何
か
」

「
市
民
が
主
役
と
は
何
か
」

「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
し
た
い
」

と
思
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る

熊本商科大学商学部卒。西合志
村役場入庁。西合志町議会議員。
西合志町長就任。合志市長就任

おおすみ・きよあき

玉川大学文学部卒。小国町議会
議員。小国町森林組合長。小国
町長就任

きたざと・こうすけ

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
は

「
最
低
限
の
民
主
主
義
」

東京大学経済学部卒。
東京都庁職員。（財）
東京市政調査会。（財）
地方自治総合研究所。
県立広島大学学長補
佐経営情報学部教授

よしかわ・とみお

米国ネブラスカ大学農学部卒。
ハーバード大学大学院修了（政
治経済学博士）。筑波大学教授
を経て、東京大学法学部教授
に就任。熊本県知事就任

かばしま・いくお

大
住 

清
昭 

合
志
市
長

神
吉 

信
之 

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

蒲島　郁夫 熊本県知事蒲島　郁夫 熊本県知事蒲島　郁夫 熊本県知事

山
本 

孝
ニ 

御
船
町
長

北
里 

耕
亮 

小
国
町
長

吉
川 

富
夫 

広
島
大
学
教
授

吉
川 

富
夫 

広
島
大
学
教
授

吉
川 

富
夫 

広
島
大
学
教
授

　自分自身でマニフェストを
つくり、マニフェストを検証
し、マニフェストに沿って県
政を行っているときに、マニ
フェストのメリットとデメリッ
トがあることに気づいた。
　メリットは、❶マニフェス
トがあると県政と政治を（就
任初日から）素早く進める
ことができる❷マニフェスト
を選挙期間中に発表し、県
庁職員が読んでいるため、
県庁内に私の考えが浸透し
ている❸マニフェストに書い
てあることは、必ず実行す
ることが必要であり、ほか
の意向に左右されない。判
断の事由がマニフェストに沿って行われ、誘
引のメリットがある。
　マニフェストをやって難しいことがある。
❶外部要因である大不況と大恐慌。想定外
のことであり考えていなかったためで、外部
要因をどのように考慮するかは、政治家になっ
て説明責任があり、納得してくれるような説
明責任を果たさなければならないと思う❷マ
ニフェストが全知全能ではない。出来ないこ
とがわかった時に、やってはいけないことが
わかった時に引き返す勇気を政治家は持たな
ければならない。（講演抜粋）
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こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
普
通
会
計
だ
け

で
な
く
、
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合

な
ど
の
経
営
状
況
も
含
め
て
４
つ
の
指
標

（
①
実
質
赤
字
比
率
、②
連
結
実
質
赤
字

比
率
、③
実
質
公
債
費
比
率
、④
将
来
負

担
比
率
）
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率

に
つい
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率 

　

普
通
会
計
の
実
質
収
支
が
赤
字
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
割
合
が
町
の
標
準
財
政
規

模
※1
に
対
し
て
ど
の
程
度
か
を
測
る
指
標

で
す
。
家
計
に
例
え
れ
ば
、
年
間
の
収
支

赤
字
が
年
収
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割

合
か
を
示
す
も
の
で
す
。
平
成
20
年
度
決

算
で
は
約
2
億
8
，8
4
3
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
って
い
ま
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率 

　

町
の
全
会
計
の
総
額
の
収
支
が
赤
字
と

な
っ
た
場
合
、
そ
の
割
合
が
町
の
標
準
財

政
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
か
を
測
る
指

標
で
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
お
父
さ
ん

の
収
支
（
一
般
会
計
）
だ
け
で
な
く
、
同

居
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
の
収
支
（
例
え
ば

水
道
事
業
）
や
、
お
母
さ
ん
の
収
支
（
例

え
ば
介
護
保
険
事
業
）
な
ど
、
同
居
し
て

い
る
全
て
の
収
支
を
合
計
し
て
赤
字
の
割

合
を
示
す
も
の
で
す
。

　

御
船
町
で
は
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率 

　

一
年
間
の
う
ち
に
債
務
返
済
に
支
出
さ

れ
た
額
が
、
町
の
標
準
財
政
規
模
に
対
し

ど
の
程
度
か
を
測
る
指
標
で
す
。
家
計
に

例
え
る
と
年
間
収
入
に
対
す
る
借
金
返

済
額
の
割
合
で
す
。
債
務
は
義
務
的
経

費
で
す
か
ら
、
こ
の
値
が
高
い
ほ
ど
財
政

運
営
に
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
御
船
町
は
16
・2
％
と
な
って
い
ま
す
。

将
来
負
担
比
率 

　

町
の
債
務
総
額
が
、
標
準
財
政
規
模

に
対
し
て
ど
の
程
度
か
を
測
る
指
標
で

す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
家
族
の
年
間

収
入
に
対
し
て
、
何
年
分
の
借
金
が
あ
る

か
を
示
す
割
合
で
す
。1
0
0
％
だ
と
す

れ
ば
、
一
年
分
の
年
収
と
同
じ
借
金
総

額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
御
船
町
は

1
1
4・7
％
と
な
って
い
ま
す
。

度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
総
額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
が
3
億
7
，0
0
6
万
円（
6・0
％
）

増
額
、歳
出
が
2
億
9
，8
5
4
万
円

（
5・0
％
）増
額
し
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要 

　

歳
入
増
減
の
主
な
も
の
は
、
国
道

4
4
3
号
付
近
の
開
発
に
伴
い
固
定
資
産

税
の
増
や
、
個
人
住
民
税
の
増
な
ど
で
町

税
が
3
，9
1
5
万
円
増
額
。
各
種
交
付

金
は
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
合
計
で
1
，

4
0
2
万
円
減
額
。
主
要
な
収
入
と
な
る

地
方
交
付
税
は
、
地
方
へ
手
厚
く
配
分
す

る
地
方
再
生
対
策
に
よ
り
、1
億
5
5
7

万
円
の
増
額
。
国
庫
補
助
金
は
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担
金
の
増
や
、

児
童
手
当
交
付
金
の
増
、
地
域
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
交
付
金
の
増
な
ど
で
4
億
3
，

8
4
9
万
円
の
増
額
。
県
支
出
金
は
、
県

知
事
選
挙
委
託
金
や
災
害
復
旧
費
負
担
金

な
ど
の
減
で
8
，5
9
0
万
円
の
減
額
。
繰

入
金
は
、
各
種
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が

減
り
7
，0
3
0
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
の
概
要 

　

歳
出
増
減
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
が
、

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
補
助
金
の
影
響

で
3
億
6
3
1
万
円
の
増
額
。
民
生
費
が
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
費
補

助
金
や
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
が

減
額
し
た
も
の
の
、
後
期
高
齢
者
医
療
関

係
の
負
担
金
や
繰
出
金
が
増
加
し
た
た

め
、7
，3
2
6
万
円
の
増
額
。
土
木
費
が
、

北
園
茶
屋
本
線
改
良
事
業
と
都
市
計
画

街
路
事
業
の
増
加
で
6
，6
2
0
万
円
の
増

額
。
教
育
費
は
、
廃
園
の
た
め
幼
稚
園

費
が
減
額
し
た
影
響
で
2
，5
7
4
万
円

減
額
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
、収
入
の
確
保
や
経
費
の
節
減
を
行
っ

た
結
果
、
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
を

せ
ず
に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
行
財
政
運
営
を
行
い
、
さ
ら

に
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率

　

破
た
ん
し
た
地
方
自
治
体
の
教
訓
を
生

か
し
、
早
い
段
階
で
破
た
ん
を
是
正
す
る

た
め
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ふるさとの「再生」と「創造」に使ったお金ふるさとの「再生」と「創造」に使ったお金ふるさとの「再生」と「創造」に使ったお金
～ 平成 20年度決算報告 ～～ 平成 20年度決算報告 ～～ 平成 20年度決算報告 ～

決
算
の
概
要

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
（
収
入
）
65
億
5
，0
2
6
万
円
、

歳
出
（
支
出
）
62
億
6
，1
8
3
万
円
で
、

差
し
引
き
2
億
8
，8
4
3
万
円
が
翌
年

　

平
成
20
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成
20
年
度

の
各
会
計
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その他の会計の決算
基金と地方債の残高

国民健康保険事業特別会計
老人保健事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
緑の村運営事業特別会計
公共下水道事業特別会計
公共用地先行取得事業特別会計

会計名称 歳   入 歳   出

収益的収支
資本的収支

水道事業
会　　計

※収益的収支とは、経営活動に伴い発生する収益と費用
※資本的収支とは、将来の経営活動に備える投資的な経費とそれに充てる財源

※普通会計とは、町が行う仕事の中心的な会計の一般会計と
　公共用地先行取得事業特別会計を合算したもの

20億5,428
2億8,160
15億0,159
1億6,849
2,413

5億8,695
1,881

2億8,888
1億1,767

20億0,900
2億5,791
14億2,121
1億6,658
2,343

5億8,259
1,881

3億0,323
2億6,954

県内自治体の財政健全化判断比率（速報値）

熊本市
城南町
長洲町
御船町
嘉島町
益城町
甲佐町
山都町

早期健全化基準
財政再生基準

13.6
13.4
23.1
16.2
5.1
5.8
11.6
13.4
25.0
35.0

－　
－　
－　
－　
－　
－　
－　
－　
20.0
40.0

－　
－　
－　
－　
－　
－　
－　
－　
15.0
20.0

135.8
127.5
158.9
114.7
52.7
8.9
74.5
82.7
350.0
350.0

※値がない（または０以下）はハイフン（－）表示しています。

地方公共
団　　体

実質赤字
比　　率

将来負担
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

（単位：％）

※１標準財政規模　町税や地方交付税など、毎年、継続的に歳
入される金額の合計で、御船町の身の丈をあらわす指標の
一つです。今回の算定に用いた御船町の標準財政規模は、
41億6,510万円です。
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地方債残高（折れ線グラフ）
（単位：億円）

基金（棒グラフ）
（単位：億円）

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
0

2

4

6

8

10

12

14

16

一般会計歳入

65億5,026万円

一般会計歳出

62億6,183万円

地方税
14億649万円
21.5%

地方税
14億649万円
21.5%

地方税
14億649万円
21.5%

総務費
11億5,885万円 

18.5%

総務費
11億5,885万円 

18.5%

総務費
11億5,885万円 

18.5%

公債費
7億9,550万円 
12.7%

公債費
7億9,550万円 
12.7%

公債費
7億9,550万円 
12.7%

民生費
17億4,359万円 

27.9%

民生費
17億4,359万円 

27.9%

民生費
17億4,359万円 

27.9%

教育費
5億3,045万円 

8.5%

教育費
5億3,045万円 

8.5%

教育費
5億3,045万円 

8.5%

災害復旧費
5,095万円
0.8%

災害復旧費
5,095万円
0.8%

災害復旧費
5,095万円
0.8%

土木費
8億6,614万円 
13.8%

土木費
8億6,614万円 
13.8%

衛生費
4億2,724万円 

6.8%

衛生費
4億2,724万円 

6.8%

衛生費
4億2,724万円 

6.8%

農林水産業費
3億1,331万円 

5.0%

農林水産業費
3億1,331万円 

5.0%

農林水産業費
3億1,331万円 

5.0%

商工費
5,082万円 
0.8%

商工費
5,082万円 
0.8%

商工費
5,082万円 
0.8%

消防費
2億3,227万円 

3.7%

消防費
2億3,227万円 

3.7%

消防費
2億3,227万円 

3.7%

地方交付税
24億1,195万円

36.8%

地方交付税
24億1,195万円

36.8%

地方交付税
24億1,195万円

36.8%

国県支出金
13億1,004万円

20.0%

国県支出金
13億1,004万円

20.0%

国県支出金
13億1,004万円

20.0%

地方譲与税
9,564万円
1.4%

地方譲与税
9,564万円
1.4%

地方譲与税
9,564万円
1.4%

各種交付金等
2億1,477万円
 3.3%

各種交付金等
2億1,477万円
 3.3%

各種交付金等
2億1,477万円
 3.3%

分担金・負担金
1億8,806万円

2.9%

分担金・負担金
1億8,806万円

2.9%

分担金・負担金
1億8,806万円

2.9%

使用料・手数料
1億1,635万円

1.8%

使用料・手数料
1億1,635万円

1.8%

使用料・手数料
1億1,635万円

1.8%

繰入金
1,188万円
0.2%

繰入金
1,188万円
0.2%

繰入金
1,188万円
0.2%

繰越金
2億1,690万円

3.3%

繰越金
2億1,690万円

3.3%

繰越金
2億1,690万円

3.3%

その他
3,482万円
0.5%

その他
3,482万円
0.5%

その他
3,482万円
0.5%

議会費
9,266万円 
1.5%

議会費
9,266万円 
1.5%

議会費
9,266万円 
1.5%

地方債
5億4,329万円

8.3%

地方債
5億4,329万円

8.3%

地方債
5億4,329万円

8.3%

普通会計

緑の村会計

公共下水道事業会計

水道事業会計

特定目的基金
1億5,884万円

減債基金
1億5,202万円

財政調整基金
11億161万円

（単位：万円）
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基
礎
年
金
の
国
負
担
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

町
民
保
険
課
町
民
案
内
係

　

基
礎
年
金
の
給
付
は
、3
分
の
1
が
国

（
国
庫
負
担
）
か
ら
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
国
が
2
分
の

１
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
平
成

21
年
4
月
以
降
の
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎

年
金
と
寡
婦
年
金
の
計
算
が
変
わ
り
ま

す
。

年
金
の
納
め
忘
れ
に
注
意

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
（
4
分

の
1
免
除
、
半
額
免
除
、4
分
の
3
免
除
）

が
承
認
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
残
り
の

保
険
料
額
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合

は
未
納
期
間
と
な
り
、
老
後
に
受
け
取
る

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
や
、
障
害
（
障

害
基
礎
年
金
）、
死
亡
（
遺
族
基
礎
年
金
）

に
対
す
る
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

追
納
制
度
で
年
金
加
算

　

国
民
年
金
に
は
、
免
除
を
受
け
た
10

年
以
内
の
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

追
納
さ
れ
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
目
以
降
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
10
月
１
日
以

降
に
出
産
さ
れ
た
方
か
ら
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
と
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま

し
た
。

一
時
金
の
支
給
額
が
増
額

　

原
則
42
万
円
（
4
万
円
引
上
げ
）
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
産
科
医
療
補
償
制
度

に
加
入
す
る
病
院
で
出
産
さ
れ
た
場
合
に

限
り
、
こ
れ
以
外
の
場
合
は
39
万
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
一
時
金
の
支
給
増
額
は

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
適
用
と
な
り

ま
す
。

直
接
支
払
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　

か
か
っ
た
出
産
費
用
に
出
産
育
児
一

時
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
保
険
者
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が

病
院
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
（
図
参
考
）。

　

今
後
は
原
則
42
万
円
の
範
囲
内
で
、

ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
事
前
に
用
意

し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

今
年
も
意
見
交
換
会
ス
タ
ー
ト

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〝
チ
ェ
ッ
ク
〞

自
校
方
式
？
給
食
セ
ン
タ
ー
？

学
校
給
食
の
問
題
を
考
え
よ
う

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
秘
書
係

総務総 務

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
秘
書
係

総務総 務

年金年 金

全額免除

４分の３免除

半額免除

４分の１免除

６分の２

６分の３

６分の４

６分の５

８分の４

８分の５

８分の６

８分の７

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
と

支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

町
民
保
険
課
保
険
係

　

学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員
会
（
下

野
正
委
員
長
）
で
は
、「
❶
地
産
地
消
・

流
通
」「
❷
学
校
給
食
・
食
育
」「
❸
財
政
」

の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
学
校
給
食

問
題
の
課
題
を
検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
御
船
町
の
学
校
給
食
の
在
り
方
を
ま

と
め
た
報
告
書
（
素
案
）
を
山
本
町
長
へ

今
年
11
月
末
ま
で
に
提
出
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
、9
月
か
ら
週
1
回
程
度
で

野
菜
生
産
者
や
納
入
業
者
、学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
（
栄
養
士
、
調
理
員
）、
町
議
会
な

ど
の
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
幅

広
く
町
民
意
見
を
聞
く
ス
タ
イ
ル
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
現
在
、3
グ
ル
ー
プ
の
課

題
に
対
し
て
の
意
見
交
換
が
終
了
し
、
ま

と
め
の
作
業
に
移
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、3
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
意
見
交

換
を
ま
と
め
た
内
容
を
町
民
の
皆
さ
ま
に

報
告
す
る
た
め
、「
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
活
発
な
ご
意
見
が
、

山
本
町
長
に
提
出
す
る
報
告
書
（
素
案
）

へ
と
反
映
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
町

民
の
皆
さ
ん
の
目
線
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
（
評

価
・
検
証
）
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
町
政

運
営
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
の
意
見
交
換
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
来
年

2
月
ま
で
、毎
月
1
回
（
全
4
回
）
の
ペ
ー

ス
で
開
催
し
ま
す
。

　

評
価
の
進
め
方
は
、
町
執
行
部
か
ら
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
（
58
項
目
）
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
毎
月
選
定
し
、❶
進
ち
ょ
く
状
況
を

担
当
課
の
職
員
が
説
明
❷
説
明
し
た
内
容

の
質
疑
応
答
❸
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
交
換
❹
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
採
点―

の
順
番
で
行
い
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
の
テ
ー
マ
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
柱
3
に
掲
げ
る
「
こ
ど
も
達
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
の
実
現
」
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

　

行
政
主
導
か
ら
町
民
参
加
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
の
意
見
交
換

会
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
提
言
に

よ
っ
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
り
組
み
が

よ
り
良
い
方
向
に
な
る
よ
う
に
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

保険保 険

支給額（月）

国民年金保険料

①出産にかかった費用で42万円までを限度として医
療保険者から病院へ直接支払います。

②出産費用が42万円を超える場合には、その差額分
は退院時に病院へお支払いください。

③出産費用が42万円未満の場合は、その差額分を医
療保険者へ請求することができます。

※出産育児一時金が医療保険者から病院に直接支払
われることを望まない場合には、出産後に医療保
険者から受け取る従来の方法をご利用いただくこ
とも可能です。　　　　　　　　　　　　　　　
また、国民健康保険以外に加入されている方は医
療保険者へ直接お尋ねください。

（解説）直接支払制度

年金額に反映される割合

平成21年3月
までの期間

平成21年4月
以降の期間

妊婦

①

② ③

病院 医療
保険者

給食フォーラム開催給食フォーラム開催給食フォーラム開催給食フォーラム開催給食フォーラム開催

▼日　時　10月31日（土）
　　　　　午後2時～午後4時30分

▼場　所　役場3階大会議室

▼内　容
・第1部　実行委員会からの報告
・第2部　3グループの分科会

▼日　時　10月31日（土）
　　　　　午後2時～午後4時30分

▼場　所　役場3階大会議室

▼内　容
・第1部　実行委員会からの報告
・第2部　3グループの分科会

▼日　時　10月31日（土）
　　　　　午後2時～午後4時30分

▼場　所　役場3階大会議室

▼内　容
・第1部　実行委員会からの報告
・第2部　3グループの分科会

11月の意見交換会（評価・検証）11月の意見交換会（評価・検証）

▼日　時　11月13日（金）
　　　　　 午後7時30分～午後9時

▼場　所　カルチャーセンター大会議室

▼日　時　11月13日（金）
　　　　　 午後7時30分～午後9時

▼場　所　カルチャーセンター大会議室

▼日　時　11月13日（金）
　　　　　 午後7時30分～午後9時

▼場　所　カルチャーセンター大会議室

Photo ／6月19日に七滝中央小学校で
開かれた給食交流会
Photo ／6月19日に七滝中央小学校で
開かれた給食交流会
Photo ／6月19日に七滝中央小学校で
開かれた給食交流会

Photo ／10月 4 日の高木保育園運動会Photo ／10月 4 日の高木保育園運動会Photo ／10月 4 日の高木保育園運動会

「こども達が健やかに育つ
　　　　　　　　環境の実現」



Public Relations Mifune Town, 2009.109 8

御船町役場　☎282－1111役場ニュース

県
内
合
同
で
公
売
会
を
開
催

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係

　

在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
、
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
方
や
、
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
次
の
3
つ
の
制

度
で
は
そ
れ
ぞ
れ
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
度
以
上
の
障
が
い
（
身
体
、
知
的
、

精
神
）
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
方
に
、
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
て
手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で

す
。

特
別
障
害
者
手
当

　

著
し
く
重
度
の
障
が
い
（
身
体
、
知

的
、
精
神
）
が
あ
る
20
歳
以
上
の
方
で
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方
に
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て

手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

著
し
く
重
度
の
障
が
い
（
身
体
、
知

的
、
精
神
）
が
あ
る
20
歳
未
満
の
方
で
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方
に
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て

手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

障
が
い
者
の
手
当
て
制
度
で

安
心
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

県
と
19
市
町
村
が
、
県
税
や
市
町
村
民

税
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
件
の
合

同
公
売
会
が
8
月
28
日
、
益
城
町
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
売
会
は
、
入
札
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形

式
で
行
わ
れ
、
軽
自
動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ

が
人
気
を
集
め
て
落
札
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
御
船
町
単
独
で
も
第
2
回
目
と

な
る
公
売
会
を
9
月
26
日
、
旧
御
船
幼
稚

園
舎
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
前
回
の
落
札

率
（
88
・
8
％
）
を
上
回
る
90
・
５
％
と

好
調
で
し
た
。

　

な
お
、
第
3
回
御
船
町
公
売
会
は
、
11

月
15
日
㊐
に
旧
御
船
幼
稚
園
舎
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

福祉福 祉

　

犬
の
登
録
は
生
涯
１
度
だ
け
で
す
が
、

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
集
団
方
式
の
予
防

注
射
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
飼
い

主
の
方
は
、
各
地
区
の
最
寄
り
の
場
所
で

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
予
防
注
射
に
は
料
金
が
必
要
で

す
。
出
来
る
だ
け
、
釣
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
方
式
に
よ
る
動
物
病
院
で

の
予
防
注
射
を
受
け
た
方
は
、
獣
医
師
が

発
行
す
る
注
射
済
証
明
書
を
持
参
の
う

え
、
集
団
方
式
の
会
場
、
ま
た
は
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
の
犬　

生
後
91
日
以
上

▼
町
内
の
獣
医
師
（
個
別
方
式
が
可
能
）

　

く
ど
う
動
物
病
院
（
辺
田
見
）

　

☎
2
8
2-

0
5
5
5

愛
犬
と
暮
ら
す
た
め
に
一
本

問
い
合
わ
せ　

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

㈱
エ
イ
シ
ン
（
福
岡
市
、
戸
崎
瑛
臣
社

長
）
が
白
岩
産
業
団
地
（
辺
田
見
）
に
熊

本
営
業
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

県
庁
で
9
月
8
日
、
熊
本
県
と
御
船
町
と

の
間
で
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
市
販
用
食
品
や
業
務
用
食
材

の
物
流
業
務
を
九
州
一
円
で
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、熊
本
営
業
所
（
熊
本
市
）

で
の
取
扱
量
の
急
増
に
よ
っ
て
、
営
業
所

を
移
転
し
て
の
新
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
約
5
千
平
方
㍍
、
建
築
面

積
が
約
2
千
3
1
3
平
方
㍍
。

　

操
業
開
始
は
、
平
成
22
年
3
月
に
予
定

さ
れ
、
地
元
か
ら
の
従
業
員
を
新
規
雇
用

す
る
計
画
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、㈱
西
邦
電
気
工
事
（
熊
本
市
、

矢
津
田
光
雄
社
長
）
が
高
木
に
御
船
営
業

所
を
開
設
す
る
こ
と
も
決
定
し
、9
月
28

日
、
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
業
進
出
は
、
町
に
と
っ
て
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後
の
企
業
誘

致
に
も
弾
み
が
つ
き
そ
う
で
す
。

保健保 健

税務 1　級

2　級

50,750円

33,800円

よ
う
こ
そ
御
船
町
へ

　
　
　
　

企
業
2
社
進
出
決
定

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
企
業
誘
致
係

企画企 画

障がいの程度 支給額（月）

著しい重度
の 障 が い 26,440 円

障がいの程度 支給額（月）

著しい重度
の 障 が い 14,380 円

障がいの程度 支給額（月）

※身体障害者更生援護施設や児
童福祉施設に入所されている
方、障がいを事由に年金を支
給されている方は対象となり
ませんのでご注意ください。

※障害者手帳の等級とは異なり
ます。

※注射料金には、注射済票交付手数料（500 円）が含まれています。
また、個別方式のみ注射済証明書代（500 円）が含まれています。

登録手数料

注射料金
（１頭につき）

集合方式

個別方式

3,000 円

3,000 円

3,500 円

期日 地区 場　所 時　間
滝　尾
水　越
七　滝
上　野

田　代

御　船
木　倉
辺田見
御　船
滝　川
小　坂
高　木
御　船

22 ㊍

23 ㊎

25 ㊐

横野消防倉庫
旧農協水越支所
旧農協七滝支所
公民館上野分館
南田代公民館
倉本理容宅横
田代西部分館
スポーツセンター駐車場
公民館木倉分館
上辺田見公民館
公民館御船分館
とらや駐車場
公民館小坂分館
旧農協高木支所
保健センター前

 9：00 ～ 9：15
 9：30 ～ 9：45
10：00 ～ 10：15
10：30 ～ 10：45
11：00 ～ 11：15
11：30 ～ 11：45
11：50 ～ 12：10
 9：00 ～ 9：10
 9：20 ～ 9：40
10：00 ～ 10：15
10：20 ～ 10：40
10：50 ～ 11：10
11：20 ～ 11：50
13：15 ～ 13：40
 9：30 ～ 11：00

第1回　県・市町村合同公売会の実績

来場者数 974 人

出 品 数 1,011 品
 （100 品）

落 札 数 847 品
 （70 品）
買受代金 2,568,682 円
 （246,402 円）

第2回　御船町公売会の実績

来場者数 77 人
出 品 数 105 品

落札数 95 品
買受代金 155,474 円

※カッコ内は御船町分の実績です。

益城町総合体育館に詰め掛けた来場者で混雑する合同公売会

立地協定を結び固い握手を交わす山本孝ニ町長（左）、
戸崎瑛臣社長（中）、中川芳昭県商工観光労働部長（右）

税 務

▼特別児童扶養手当

▼犬の登録手数料と注射料金

▼飼い犬の登録と狂犬病予防注射日程（10月）

▼特別障害者手当

▼障害児福祉手当

map ↑至益城町

↓至甲佐町

至山都町→←至熊本市

★

★
セブンイレブン高木店

御船警察署

㈱エイシン熊本営業所

㈱西邦電気工事
御船営業所 443

445
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まちのまちまちのわだいわだいわだいまちのまちまちのわだいわだいわだい

身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

御船中2年生「職場体験学習」

職業を肌で感じて

御船昭和保育園うなぎ放流体験

うなぎさん大きくなってね

　御船橋下河川敷で9月9日、御船昭和保育園（沖田昌
史園長、145人）の園児がうなぎの稚魚約3,500匹を放流
しました。緑川流域での魚の繁殖や生息環境の保護を
目的に緑川漁業協同組合（坂本猛組合長）が毎年行って
いて、園児を招いての放流体験は初めて。うなぎを入
れたポリバケツを抱えて、御船川へ交替で放流を楽し
みながら、「大きくなってね」と叫ぶ園児の声が響いて
いました。年長児の緒方璃乃ちゃん（滝川）は、「（うな
ぎが）ニョロニョロしていた。流すところが楽しかっ
た」と話していました。

くまもとまち育て塾開催

〝まちおこしの勉強〟をはじめました

　9月8日から11日までの4日間、御船中学校（髙野隆
校長、525人）の2年生175人が町内や近隣町の各事業
所で職場体験をしました。これは「総合的な学習の授
業」の一環で「働くことの意義や自己の職業観に意識を
高めること」などを目的に毎年行われています。受入
れ事業所の米村商店の店主・米村豊さん（滝川）は「生
徒たちにはあいさつや人との関わりなど将来、必要な
ことから指導しています」と話されました。数ヶ所の
事業所を訪問しましたが、生徒たちは慣れない様子で
はありながらも一生懸命に取り組んでいました。

恐竜博物館で化石クリーニング作業をする生徒

ユニークな衣装で走り、盛り上がった6年親子リレー

作文発表をした木倉小3年の岸孝宗郎くん

笛や太鼓に合わせて豪快に披露された「寅舞」

御船町の現況説明を受ける参加者たち

沖田園長と一緒にうなぎを御船川へ放流する園児たち

町青少年健全育成大会・ＰＴＡ研修大会

「じぶんの夢・感動」発表

御船小運動会

校舎よ、ありがとう

　御船小学校（芥川公明校長、336人）で9月27日、
運動会が開催されました。今年は、「最後まで　心を
ひとつに　Ｙｅｓ　Ｗｅ　Ｃａｎ！」をスローガンに
掲げて、紅白の団に分かれて優勝を目指しました。競
技は、学年別の徒走や技走、玉入れ、応援合戦など全
28種目で練習の成果を発揮していました。6年生の出
場種目「6年親子リレー～ありがとう御船小校舎～」
では、ユニークな仮装をした児童と保護者がバトンリ
レーを展開して、建替が決まっている御船小校舎に別
れと感謝を込めた走りを披露していました。

井手・平蔵祭り

水の恵みに感謝

　〝神の水〟と称される元禄嘉永井手の恩恵に感謝する
「井手・平蔵祭り」が9月25日、古閑原守護神社（上野）で行
われました。七滝土地改良区（栗永榮一理事長）と古閑原
（川口勝行区長）が共同で主催。祭りでは、七滝中央小学
校児童による太鼓や相撲、伝統芸能「寅舞」が披露され、参
加した地域住民たちは秋の大祭を楽しみました。相撲に
参加して、男子児童を含む3人抜きで土俵を沸かせた6
年生の藤井穂花さん（七滝）は、「毎年、祭りを楽しみにし
ている。男の子を投げ飛ばしたところが楽しかった」と
笑顔で話していました。

　10月3日、カルチャーセンターで青少年健全育成大
会・御船町ＰＴＡ研修大会が合同で開催されました。
　第1部の青少年健全育成大会では、町内の小中学生
の代表7名による「じぶんの夢・感動」作文の発表が行
われ、家族の姿や体験を通して描いた「自分の夢」が発
表され、観客席からは大きな拍手が送られていました。
応募総数299点の中から最優秀賞には御船中3年の佐
藤薫さん「私の夢」が選ばれました。また高光聆輔氏の
基調講演では、発表した児童の作文を取り上げながら
「夢を持つこと」や「感動すること」の大切さが語られま
した。第2部のＰＴＡ研修大会では御船中と木倉小の
ＰＴＡ活動の取り組みについての事例発表が行われ、
両校の活発な活動内容が発表され、町民や学校・ＰＴ
Ａ関係者などが熱心に聞き入っていました。

り　 の

　まちづくりに必要なリーダーの人材育成を目的とし
た「くまもとまち育て塾」が9月13日、カルチャーセン
ターで開かれ、公募で集まった町民や町職員など約50
人が参加しました。県主催の事業で、県内47市町村の
うち御船町が3番目の取り組み。初回となった講座で
は、塾長の延藤安弘氏（愛知産業大学大学院教授）、講師
の内丸 一氏が、まちづくり先進地の事例紹介や、まち
づくり計画の考え方、進め方を講演されたほか、県や町
職員が御船町の歴史や道路整備状況などを中心に説明
して、御船町の現状認識を深めていました。同塾は、来
年2月まで全6回開催され、ワークショップや町内の
現地視察、他市町村のまちづくりモデルを参考に学習
しながら、御船町限定の「まち育て提案書」を作成して、
町に提出される予定です。
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と
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ょ
な
お
の
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ち
ょ
う
よ
う

せ
つ

れ
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き   

よ

く

ち
ゅ
う
し
ゅ
う

短 　

歌

俳 　

句

肥  

後  

狂  

句

一  

般  

投  

稿
御
船
春
菊
句
会　

大
坪
蕗
子
選

天
狗
会

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

まちへのみなさんからのお便りをご紹介します。 まちへの

月
に
家
族
が
増
え
、涼
馬（
2
歳
）と
太
基（
2
ヶ

月
）と
平
日
は
も
っ
ぱ
ら
3
人
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
お
昼
寝
や
就
寝
時
に
は
絵
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、涼
馬
は
真
似
を
し
て
音
読
し
て
く
れ
る
の
で
楽
し

い
で
す
。
太
基
も
ぐ
ず
っ
て
い
る
時
で
も
絵
本
を
読
む

と
ジ
ー
ッ
と
し
て
聞
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
絵
本
を
た
く
さ
ん
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

 

（
滝
川
・
Ｋ
さ
ん
）

　

新
し
い
家
族
の
ご
誕
生
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
日
、に
ぎ
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

ね
！
絵
本
が
大
好
き
な
子
ど
も
さ
ん
の
よ
う
で
す
ね
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
子
ど
も
さ
ん
の
成
長
に
大
切
な

も
の
で
す
し
、親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
読
ん
で

あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

（
広
報
担
当
）

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
物（
日
時
）は
ぜ
ひ

の
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、日

踊
発
表
会
な
ど
、い
ろ
い
ろ
楽
し
み
に
見
に
行
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
倉
・
Ｍ
さ
ん
）

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
感
受
性
を
培
う
た
め
の

大
切
な
施
設
で
す
。
広
報
で
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

催
し
を
町
民
の
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
芸
術
の
秋
が
到
来
し
ま
す
。
11
月
１
日
㊐

〜
3
日
㊋
ま
で
「
御
船
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　
（
広
報
担
当
）

青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。

10月4日に行われた高木保育園運動会。
大きな玉を2人で元気いっぱいに転がす園児の楽しそうな表情
に癒されました。

旬の一枚

増永　萌乃さん

▼小学４年生ごろの写真（右）。遠足で糸田河原
　（甲佐町）を訪れた思い出の一枚

牛島あおいさん 北野帆乃果さん

う
す
紙
の
よ
う
な
朝
月
ま
ん
ま
ろ
に
ほ
う
と
泛
か
べ
り
亡
き
母
恋
し

金
森　

英
子

鳴
き
足
ら
ず
バ
ト
ン
を
虫
に
渡
し
た
る
蝉
の
軍
団
い
ず
こ
に
ひ
そ
む

北
村
ヤ
ヨ
イ

炎
暑
尚
残
れ
ど
す
で
に
仲
秋
の
冷
気
寄
り
来
る
重
陽
の
節

古
閑
喜
美
子

秋
あ
か
ね
こ
こ
に
も
少
子
化
あ
る
ら
し
く
盆
近
ま
れ
ど
群
舞
見
ざ
り
き

平
野　

文
子

稲
田
辺
に
並
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
が
老
い
を
誇
示
す
る

藤
本　

京
子

せ
が
ま
れ
て
吾
が
背
に
負
い
し
弟
が
今
日
は
手
を
と
り
支
え
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
宗
タ
ツ
子

日
中
の
陽
ざ
し
は
未
だ
強
け
れ
ど
木
陰
を
抜
く
る
行
合
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
志
満
子

松
虫
草
お
お
い
と
風
の
声
か
け
る　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
石　

和
子

木
洩
れ
日
の
ち
ら
つ
く
や
う
に
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
ケ
イ
子

秋
の
風
耳
打
ち
し
て
は
去
り
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

  

守
田　

律
子

ど
こ
と
な
く
静
か
に
鳴
け
る
秋
の
蝉　
　
　
　
　
　
　

  
赤
星　

和
子

秋
の
虫
一
緒
に
歌
を
口
ず
さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
た
さ
き
ゆ
み

か
た
ま
っ
て
飛
び
来
る
小
鳥
愛
ら
し
く　
　
　
　
　
　

  

黒
田　

順
子

雨
ほ
し
き
人
も
草
木
も
残
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺　

澄
江

目
を
逸
ら
し　

子
の
手
術
に
は
立
ち
会
え
ん　
　
　
　

  

増
永　

笑
和

長
居
は
禁
物　

見
舞
っ
て
疲
れ
さ
せ
と
ら
す　
　
　
　

  

坂
本　

周
礼

腹
の
底　

顔
に
は
出
さ
ん
下
の
世
話　
　
　
　
　
　
　

  

坂
田　

と
も

茂
み
か
ら　

ち
ょ
っ
と
汁
の
実
採
っ
て
来
る　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

足
茂
く　

通
っ
た
だ
け
に
木
は
太
る　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

汗
だ
く
で　

云
い
わ
け
し
よ
る
朝
帰
り　
　
　
　
　
　

  

鳥
井　
　

蘭

腹
の
底　

絶
対
見
せ
ん
利
口
も
ん　
　
　
　
　
　
　
　

  

江
藤　

お
竜

怪
し
い
も
ん　

ま
だ
病
名
は
言
わ
っ
さ
ん　
　
　
　
　

  

河
地　

ゆ
き

気
に
食
わ
ん　

媽
が
毎
日
出
て
さ
ろ
く　
　
　
　
　
　

  

作
田　

お
光

８
８
８
４
８
１
４　

８
４
８
８
２
８
４

３
０
１
０　

８
８
０
２
４
４　

３
９

萩
ス
ス
キ
ど
ち
ら
が
招
く
お
月
さ
ま

7ヵ
　

美
し
い
風
景
に
出
会
っ
た
時
、
そ
の
〝
と
き
め

き
の
私
の
原
点
〞
は
、
幼
少
年
期
に
あ
る
気
が
し

ま
す
。

　

郡
青
の
空
が
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
天
高

く
つ
き
ぬ
け
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
実
り
を
迎
え
る
こ
ろ
、
小
学
校
で
は
毎
年
、

秋
の
写
生
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
小
学
生

は
、
一
日
中
、
学
校
の
外
で
写
生
の
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
被
写
体
は
、
と
り
わ
け
御
船
川
に
か

か
る
め
が
ね
橋
と
、
そ
の
流
れ
に
写
し
出
さ
れ
た

酒
蔵
の
白
壁
に
集
中
し
て
、
川
原
は
写
生
す
る
小

学
生
で
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し
た
。
私
も
例
外
で
は

な
く
、
毎
年
、
め
が
ね
橋
や
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
は

げ
落
ち
た
白
壁
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
そ
の
二
つ
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。

た
だ
の
郷
愁
で
は
済
ま
な
い
と
て
も
大
切
な
も
の

を
失
っ
た
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
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。
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迎
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、
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。
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中
、
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の
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を
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ま
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。

　

み
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の
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、
と
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け
御
船
川
に
か

か
る
め
が
ね
橋
と
、
そ
の
流
れ
に
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し
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さ
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た

酒
蔵
の
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に
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し
て
、
川
原
は
写
生
す
る
小

学
生
で
あ
ふ
れ
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も
の
で
し
た
。
私
も
例
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で
は

な
く
、
毎
年
、
め
が
ね
橋
や
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
は

げ
落
ち
た
白
壁
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
そ
の
二
つ
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。

た
だ
の
郷
愁
で
は
済
ま
な
い
と
て
も
大
切
な
も
の

を
失
っ
た
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
風
景
に
出
会
っ
た
時
、
そ
の
〝
と
き
め

き
の
私
の
原
点
〞
は
、
幼
少
年
期
に
あ
る
気
が
し

ま
す
。

　

郡
青
の
空
が
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
天
高

く
つ
き
ぬ
け
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
実
り
を
迎
え
る
こ
ろ
、
小
学
校
で
は
毎
年
、

秋
の
写
生
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
小
学
生

は
、
一
日
中
、
学
校
の
外
で
写
生
の
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
被
写
体
は
、
と
り
わ
け
御
船
川
に
か

か
る
め
が
ね
橋
と
、
そ
の
流
れ
に
写
し
出
さ
れ
た

酒
蔵
の
白
壁
に
集
中
し
て
、
川
原
は
写
生
す
る
小

学
生
で
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し
た
。
私
も
例
外
で
は

な
く
、
毎
年
、
め
が
ね
橋
や
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
は

げ
落
ち
た
白
壁
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
そ
の
二
つ
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。

た
だ
の
郷
愁
で
は
済
ま
な
い
と
て
も
大
切
な
も
の

を
失
っ
た
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

小
坂
小
学
校

　

丹
生　

幸
人　

校
長　

　
　
（
御
船
町
出
身
・
60
歳
）

め
が
ね
橋
と
白
壁

め
が
ね
橋
と
白
壁

め
が
ね
橋
と
白
壁

ぐ
ん
じ
ょ
うき

ょ
う
し
ゅ
う

広
報
み
ふ
ね
で
は
、
先
生
の
青
春
昔
話
、
ム
ゾ
ラ

シ
カ
、
子
育
て
日
記
、
ひ
と
ひ
ね
り
（
一
般
投
稿
）

の
掲
載
希
望
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
役
場
広
報
担
当
（
☎
2
8
2
1ー
1
1
1
）
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは、みなさんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

内
村　

孝
子

新
宅　

末
廣

先生の
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ムゾラシカムゾラシカムゾラシカ

孫
と
の
家
族
旅
行

孫
と
の
家
族
旅
行

孫
と
の
家
族
旅
行

可
愛
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

両
親
、
祖
父
母
共
に
仕
事
を
し
て
い
る
わ
が
家
で
は
長

女
・
琴
菜
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
長
男
・
一
翔
は
空
手
、
次
男
・

翔
吾
は
幼
年
消
防
隊
の
隊
長
役
と
そ
れ
ぞ
れ
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
け
ん
か
も
絶
え
な
い
ほ
ど
元
気

な
孫
た
ち
で
す
が
、
私
た
ち
も
そ
の
元
気
の
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
休
み
の
時
に
映
画

に
行
く
の
が
楽
し
み
」
と
話
す
琴
菜
ち
ゃ
ん
。
そ
し
て
年

に
一
度
は
必
ず
、
祖
父
母
と
孫
だ
け
で
旅
行
に
行
く
の
が

わ
が
家
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

（
話
／
高
田　

寛
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）

※「ムゾラシカ」は御船弁で「可愛らしい」の意味です。

ニック先生の英会話

English-Japanese
VOL.

What Do You Like? 何をしましたか？

Nick ： Hello Ben. Do you like dogs?
Ben ： Yes I do. I like dogs.
Nick ： Really? Me too! I love dogs. What about cats? 　

Do you like cats Ben?
Ben ： No, I don’t. I don’t like cats.
Nick ： Oh really? Why not?
Ben ： Cats often don’t listen when you call their name.
Nick ： Oh I see. Well, what dog do you like?
Ben ： I like Miniature Schnauzers. How about you Nick? 

What dog do you like?
Nick ： I like Welsh Corgis and French Bulldogs.

和訳例

ニック　：ベン、こんにちは。犬は好きですか？
ベ　ン　：うん、そうよ。犬が好き。
ニック　：本当に？私も！犬が大好きです。　　　　　

　じゃあ、猫はどう？猫は好きですか？
ベ　ン　：いいえ。猫は好きではありません。
ニック　：本当に？どうして？
ベ　ン　：猫は名前呼ばれてもあまり来ないからです。
ニック　：そうか。じゃあ、どんな犬が好きですか？
ベ　ン　：私はミニチュアシュナウザーが好き。　　　

　ニックは？どんな犬が好き？
ニック　：私はコーギーとフレンチブルドッグが好きです。

わたしにとっての
日本一

わたしにとっての
日本一

わたしにとっての
日本一

連載
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絵
と
の
出
会
い
は
、
御
船
中
の
学
生
時
代―

。

　

御
船
町
出
身
の
画
家
・
田
中
憲
一
氏
が
描
い
た
絵

に
感
動
し
て
、
画
家
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
、写
生
大
会
の
た
び
に
酒
蔵
を
描
き
、

御
船
川
で
遊
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
は
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
急
速

に
昔
の
活
気
に
充
ち
た
商
店
街
が
寂
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
に
深
い
悲
し
み
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
2
年
前
か
ら
、「
ミ
フ
ネ
・
タ
ウ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
を
合
言
葉
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
を
発
足
し
て
、

油
絵
、
写
真
、
水
墨
、
書
、
陶
芸
な
ど
の
制
作
者
約

10
人
で
、
町
内
の
飲
食
店
な
ど
13
店
に
美
術
作
品
を

飾
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
旧
制
御
船
中
学
校
（
現
御
船
高
等

学
校
）
の
美
術
教
師
・
富
田
至
誠
氏
を
筆
頭
に
、
洋

画
家
・
井
手
宣
通
氏
、
版
画
家
・
浜
田
知
明
氏
な
ど

多
く
の
芸
術
家
を
御
船
町
か
ら
輩
出
し
て
い
る
〝
芸

術
の
ま
ち
〞
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
常
設
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
必
要
と
い
う
声
も

高
ま
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
御
船
町
に
美
術
館
を
開
館
し

て
、魅
力
あ
る
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

魅力ある芸術のまちをめざして

竹田津　純 さん

（辺田見・67歳）
芸術文化の復興を牽引されている竹田津さん

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10人
の方に、図書カードをプレゼントします。

問① 表紙で紹介した子ども相撲が行われた
のはどこの神社？

 Ａ―若宮神社
 Ｂ―四宮神社
 Ｃ―古閑原守護神社

（ヒント・家族で考えてね）
問② 御船昭和保育園の園児たちが御船川

へ放流した生き物は？
 Ａ―うなぎ
 Ｂ―どじょう
 Ｃ―ヤマメ

（ヒント・10ページ）
問③ ニック先生の友達のベンが好きな動

物はなに？
 Ａ―ねこ
 Ｂ―ぞう
 Ｃ―いぬ

（ヒント・14ページ）
問④ 七滝中央小学校の運動会で6年生が

披露したのは？
 Ａ―新風太鼓『響』
 Ｂ―虎舞
 Ｃ―能寛太鼓

（ヒント・20ページ）
問⑤ お月見会が開かれたのはどこの場

所？
 Ａ―緑の村
 Ｂ―やすらぎの丘
 Ｃ―城山公園

（ヒント・家族で考えてね）

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）

◉締め切り 
　平成21年10月31日㊏　（当日消印有効）

◉9月号の正解
　①-Ｂ  

◉9月号の当選者
　応募総数17通で全問正解者は16通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）

　清辻のぞみ（木　倉）／加来　太基（滝　川）
林田　忠男（木　倉）／中熊　美保（辺田見）
村田とくみ（木　倉）／佐藤　尚輝（小　坂）
原井　陽永（御　船）／渡辺　士桐（滝　尾）
那須　美穂（木　倉）／村山　博美（御　船）

問題

高
田　

寛　
　

さ
ん
（
高
木
・
64
歳
）

　
　
　

一　

枝
さ
ん
（
61
歳
）

　
　
　

琴
菜
ち
ゃ
ん
（
高
木
小
4
年
・
11
歳
）

　
　
　

一　

翔
く
ん
（
高
木
小
2
年
・
8
歳
）

　
　
　

翔　

吾
く
ん
（
高
木
保
育
園
・
5
歳
）

来月号は、11月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
掲載希望の方は、10月30日㊎までに役場総務課広報担当（☎282-1111）までお申し込みください。

踊るのが大好きで、いつも
イトコのお姉ちゃん達のま
ねをして踊っています。
（誠治お父さん　久美子お母さん）

田代協汰くん（3歳）
御船（平成18年10月30日）

た しろ  かな  た

いつも元気な月ちゃん。
家族も笑顔が絶えません！

（聖お父さん　理沙お母さん）

西本　月ちゃん（2歳）
小坂（平成19年10月24日）

にしもと　　  るな

毎日パワー全開の愛娘!!み
んなこれからも仲良くして
ね!!
（信昭お父さん  ゆりお母さん）

堀　野乃佳ちゃん（3歳）
木倉（平成18年10月3日）

ほり　　  の    の    か

じいちゃん、ばあちゃん大好
きで、いつもニコニコ我が家
の宝物です。
（俊暢お父さん　久美子お母さん）

山下凌介くん（1歳）
七滝（平成20年10月29日）

やましたりょうすけ

いつも元気いっぱい。これ
からもお姉ちゃんと仲良く元
気に大きくなってね。
（将司お父さん　智恵お母さん）

堀田澪央ちゃん（1歳）
上野（平成20年10月2日）

ほり た     み   お

いつもニコニコ明るい直汰。
じいちゃん、ばあちゃん、これ
からもいっぱい遊んでね。
（幸太郎お父さん  加奈子お母さん）

川上直汰くん（1歳）
田代（平成20年10月8日）

かわかみ なお   た
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平
成
21
年
度
御
船
町
消
防
団
の
非
常
呼
集

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動（
11
月
9

日
㊊
〜
11
月
15
日
㊐
）の
一
環
と
し
て
、当
日

は
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
、消
防
積
載
車

が
出
動
し
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日　

時　

11
月
8
日
㊐

　
　
　
　
　

午
前
5
時
30
分
開
始

▼
場　

所　

町
内
9
箇
所（
分
団
ご
と
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
地
域
・
防
災
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
1
4
）

　

町
で
は
、平
成
22
年
度
に「
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
電
気
柵
」を
設
置
さ
れ
る
農
家
の
方
を

対
象
に
、国
の
補
助
事
業（
5
割
補
助
）を
活

用
す
る
予
定
で
す
。
補
助
金
は
事
前
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、期
限
内
に
役
場

で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
受
益
農
家
が
3
戸
以
上
で
あ
る
こ
と

・
米
の
生
産
調
整
目
標
達
成
者（
集
落
達
成

　

者
を
含
む
）で
あ
る
こ
と

▼
申
請
期
限　

11
月
30
日
㊊

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
経
済
振
興
課
農
林
企
画
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
4
5
）

　

10
月
か
ら
、町
立
図
書
館
の
休
館
日
が
毎

週
水
曜
日
か
ら
月
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
2
8
2
-0
8
8
8

　

県
で
は
、不
妊
治
療
対
策
と
し
て
、治
療
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、平
成
21

年
4
月
1
日
か
ら
、助
成
額
の
上
限
が
15
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
給
付
内
容　

1
回
の
治
療
は
、15
万
円（
5

万
円
引
き
上
げ
）ま
で
が
対
象
。
年
度
あ

た
り
2
回
を
限
度
と
し
て
、通
年
5
年
ま

で
給
付
し
ま
す
。

▼
対
象
治
療
法　

対
外
受
精
や
顕
微
授
精

▼
助
成
対
象
者　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
以

外
の
治
療
法
で
は
、妊
娠
の
可
能
性
が
な

い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
、県
内（
熊
本
市
を

除
く
）に
住
む
戸
籍
上
の
夫
婦
な
ど（
所
得

制
限
あ
り
）。

※

指
定
医
療
機
関
や
申
請
の
方
法
は
、御
船

保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
不
妊
の
相
談

　

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
3
8
1
-4
3
4
0

▼
問
い
合
わ
せ

　

御
船
保
健
所

　

☎
2
8
2
-0
0
1
6

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
の
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
員
や
弁
護
士
、司
法

書
士
が
お
話
を
伺
い
、秘
密
は
固
く
厳
守
さ

れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

11
月
21
日
㊏

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場　

所　

熊
本
県
庁
北
側
会
議
棟

　
　
　
　
　
（
熊
本
テ
ル
サ
前
）

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
3
8
3
-0
9
9
9

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、全
国
一
斉
に「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
の
事
案
が
多
発
し
て
い
て
、女
性
を
め

ぐ
る
人
権
問
題
の
解
決
を
図
り
、取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。

▼
期
間
・
時
間

　

11
月
15
日
㊐
〜
11
月
21
日
㊏

　

平
日
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　

土
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▶役場（保健センター含む）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911

生活便利帳 

Good Life Information

お
知
ら
せ

▼
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

0
5
7
0
-0
7
0
-8
1
0

▼
相
談
内
容

　

夫
婦
、Ｄ
Ｖ
、女
性
差
別
の
人
権
問
題

※

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、月
〜
金
曜
日
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で
、

常
時
同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
御
船
支
局

　

☎
2
8
2
-0
1
1
8

　

法
務
省
が
主
唱
す
る「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」の
一
環
と
し
て
、刑
務
所
の
作
業
製

品
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

11
月
14
日
㊏　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

11
月
15
日
㊐　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▼
場　

所　

熊
本
刑
務
所（
熊
本
市
渡
鹿
）

▼
内　

容　

施
設
見
学
、受
刑
者
の
衣
類
や

日
用
品
の
展
示
、人
吉
農
芸
学
院
生
徒
の

作
品
展
示
、性
格
診
断
、刑
務
所
作
業
製
品

の
販
売
な
ど

※

こ
の
ほ
か
に
も
、バ
ザ
ー
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン（
熊
本
工
業
高
校
Ｏ
Ｂ
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
、琉
球
國
祭
り
太
鼓

な
ど
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門

　

☎
3
6
2
-3
5
1
3

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る「
一
日
女
性
課

長
の
日
」の
体
験
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
体
験
さ
れ
た
方
か
ら
、女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

町
政
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
参
加

さ
れ
た
方
、初
め
て
参
加
さ
れ
た
い
方
、御
船

に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
の
女
性
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
視
点

か
ら
役
場
を
覗
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
期　

日　

11
月
24
日
㊋

▼
募
集
人
数　

13
名
以
内

▼
日　

程　

①
辞
令
交
付
②
研
修

　
　
　
　
　

③
業
務
体
験
④
意
見
交
換
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
総
務
係　

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
1
0
）

▼
日　

時　

11
月
29
日
㊐　

午
後
１
時
キ
ッ

ク
オ
フ
・Ｊ
2
第
50
節
・
カ
タ
ー
レ
富
山

戦（
ホ
ー
ム
最
終
戦
）

▼
場　

所　

Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
熊
本
県
民
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

▼
集
合
・
解
散　

午
前
10
時
30
分
に
御
船
町

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
集
合
・
出
発
。
大

型
バ
ス
で
試
合
会
場
へ
入
場
。
試
合
終
了

後
、バ
ス
で
集
合
場
所
ま
で
戻
り
解
散（
午

後
5
時
到
着
予
定
）。

▼
募
集
人
数

　

40
名
程
度（
御
船
町
・
甲
佐
町
在
住
の
方
）

▼
参
加
費（
１
名
分
）

　

大
人
1
0
0
0
円
、小
中
高
5
0
0
円

※

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
自
由
シ
ー
ト
を
ご
用
意
。

参
加
者
全
員
に
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
グ
ッ
ズ

を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、参
加
者
全

員（
5
人
ま
で
）の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
し
て
、11
月
13
日
㊎
ま
で

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
8
6
2-

8
5
7
0

熊
本
県
地
域
政
策
課
都
市
圏
班
宛

※

中
学
生
以
下
は
大
人
同
伴
が
条
件
で
す
。

▼
参
加
者
の
決
定

　

11
月
20
日
㊎
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
地
域
政
策
課　

☎
3
3
3
-2
1
3
7

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

電
気
柵
の
設
置
に

国
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

 
 

 

消
防
団
非
常
呼
集
を
行
い
ま
す

多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」で

人
権
問
題
の
解
決
を
強
化
し
ま
す

「
一
日
女
性
課
長
の
日
」
の

体
験
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

募　

集

図
書
館
の
休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

♪時　間　午後０時／オープニングセレモニー（写真）
午後０時 20 分／開会

♪場　所　カルチャーセンター大ホール
♪内　容　
・児童生徒によるパネルディスカッション
　テ ー マ／「大好きなみふね町」
　パネラー／小学生代表（6名）、中学生代表（2名）、
　　　　　 御船高校代表（2名）
　コーディネーター／大学生（2名）
・小学校の部／能寛太鼓・新風太鼓「響」
　　　　　　　（七滝中央小学校）
・幼稚（保育）園の部／
　　　　　　  表現遊び（町立保育園連合会）
・中学校の部／御船中学校吹奏楽演奏
※このほか、高校の部、大学の部、全員合唱もあ
ります。
※託児、本の読み聞かせの部屋をはじめ、楽器と
のふれあい（平成音楽大学）、絵画とのふれあ
い（御船高等学校）コーナーも用意してありま
す。
♪問い合わせ　
　教育委員会学校教育課　☎２８２―０８８８

♪開　催　11月21日（土）

教育フォーラム教育フォーラム教育フォーラム教育フォーラム教育フォーラム教育フォーラム
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出（
御
船
町
）、高
木（
同
）、平
田（
益
城
町
）

▼
第
一
信
金
杯

（
9
月
17
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

１
位
／
吹　

野　

２
位
／
中　

野

３
位
／
上
高
野　

４
位
／
宮
の
本

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

出
良　

昭
成
様
（
熊
本
市
）　

ト
モ
ヱ
様

髙
田　

敏
男
様
（
高　

木
）　

睦　

子
様

清
村　

学　

様
（
小　

坂
）　

タ
ツ
子
様

増
岡　

泰
之
様
（
高　

木
）　

幸　
　

様

髙
松　

末
文
様
（
田　

代
）　

エ　

ツ
様

澤
田　

文
枝
様
（
上　

野
）　

政　

則
様

　
【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

吉
田　

誠
地
・
和
歌
子　

様
（
木　

倉
）

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
藤
木
屋　

様
（
御　

船
）

村
上　

ナ
ミ
エ　
　
　
　

様
（
上　

野
）

▼
御
船
町
ゴ
ル
フ
協
会
（
藤
原
英
一
会
長
）

　

御
船
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
、
金
3
万
7
0
0
0
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。

▼
日　

時　

10
月
27
日
㊋　

　

午
後
6
時
30
分
開
演（
午
後
6
時
開
場
）

▼
場　

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

時
代
は
幕
末
。
い
き
づ
ま
っ
て

い
た
徳
川
幕
藩
体
制
を
倒
し
、近
代
統
一

国
家
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
か
け
て
戦
う

高
杉
晋
作
や
奇
兵
隊
士
た
ち
。
そ
の
世
直

し
と
独
立
を
な
し
と
げ
て
い
っ
た
誇
り
高

い
姿
を
描
い
た
舞
台
劇

▼
前
売
券（
当
日
券
）

　

一　

般　

2
5
0
0
円（
3
0
0
0
円
）

　

中
高
生　

１
0
0
0
円（
1
5
0
0
円
）

　

小
学
生　
　

5
0
0
円（　

8
0
0
円
）

▼
前
売
券
取
扱
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

　

御
船
町
商
工
会
、ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
、と
ら

　

や
、眺
世
庵
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

御
船
公
演
実
行
委
員
会（
御
船
町
商
工
会
）

　

☎
2
8
2
-0
3
2
2

▼
開
催
日　

11
月
１
日
㊐
〜
11
月
3
日
㊋

▼
場　

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　
【
発
表
部
門
】（
ホ
ー
ル
）

　

11
月
1
日
㊐
／
開
会
式
、音
楽
会　

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

　

11
月
3
日
㊋
／
舞
台　

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
【
茶
道
部
門
】（
茶
室
）

　

11
月
3
日
㊋　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
【
展
示
部
門
】（
第
一
〜
三
会
議
室　

ほ
か
）

　

11
月
１
日
㊐
〜
11
月
3
日
㊋
／
展
示

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
期　

日　

11
月
7
日
㊏

　

午
後
1
時
30
分
開
演（
午
後
1
時
受
付
）

▼
場　

所　

上
益
城
郡
医
師
会
館

▼
内　

容　

認
知
症
の
基
礎
知
識（
症
状
や

対
応
策
、予
防
）、「
認
知
症
家
族
の
会
」の

紹
介
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
益
城
郡
医
師
会
事
務
局

　

☎
2
8
2
-0
4
6
1

（
8
月
31
日
〜
9
月
４
日
／

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

優　

勝
／
横
竹
ヤ
ロ
ー
ズ

　

準
優
勝
／
寿
光

　

３　

位
／
球
遊
団

▼
上
益
城
郡
審
判
員
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
9
月
4
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

1
位
／
寺
中（
益
城
町
）　

2
位
／
福
原

（
同
）　

3
位
／
下
小
谷（
同
）

コ
ー
ト
優
勝
／
大
矢
野
原（
山
都
町
）、釜

安心安全の窓
問い合わせ
・御船警察署交通安全課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　532日

自
転
車
で
携
帯
電
話
を

使
用
し
た
ら
違
反
で
す

寄　

付

善
意
の
輪

第
32
回
御
船
町
文
化
祭

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
演
会

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
熊
本
県
道

路
交
通
規
則
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
や

軽
車
両
に
乗
車
す
る
場
合
は
、
携
帯
電

話
、
携
帯
用
電
子
機
器
を
使
用
し
て
の

運
転
行
為
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
携
帯
電
話
で
の
通
話

や
メ
ー
ル
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ゲ
ー

ム
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ
ヤ

ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
す
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
に
は
、5
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
安
全
利
用
〝
五
則
〞

❶
自
転
車
は
、
車
両
が
原
則
、
歩
道
は

例
外
❷
車
道
は
左
側
を
通
行
❸
歩
道
は

歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
❹
安

全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
、
二
人

乗
り
、
並
進
走
行
、
携
帯
電
話
の
使
用

の
禁
止
。
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
。
信

号
遵
守
と
一
時
停
止
、
安
全
確
認
の
徹

底
）❺
13
歳
未
満
の
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用

▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は9月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

自動車盗難

空き巣

累　計

10件

6件

5件

4件

0件

2件

9月中

0件

0件

0件

1件

0件

1件

累　計

 32件

246件

9月中

6件

32件

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

そ
の
他

催　

し

高
杉
晋
作
と
明
治
維
新
革
命

「
動
け
ば
雷
電
の
如
く
」
公
演

平
成
21
年
度
会
長
旗
争
奪

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　御船町議会では、「町民も参加できる開かれた議
会」の運営を目指しながら、議会の改革・活性化に
取り組んでいます。そこで、町民の意思を町政に
反映させ、町民との約束をつくるために「御船町議
会基本条例シンポジウム」を開催します。ゲスト
には、全国町村議会議長会から岡本光雄氏、全国初
の議会基本条例を制定された栗山町議会から橋場
利勝氏を迎えて、議会の役割、これからの在り方を
町民の皆さまと一緒に考えていきます。どうぞお
気軽にご参加ください。

▼時　間　開会・午後１時30分（開場・午後１時）

▼場　所　カルチャーセンター大ホール

▼内　容
①基調講演　岡本光雄氏（全国町村議会議長会）
②委員会報告　議会アンケートの結果報告など
③パネルディスカッション（討論会）
　パネラー／橋場利勝氏
　　　　　　（北海道栗山町議会議長）
　　　　　　御船町民代表（２名）
　　　　　　山本孝二御船町長
　　　　　　藤村久御船町議会議員
　　　　　　（議会基本条例制定特別委員会委員長）
　コーディネーター／岡本光雄氏

▼問い合わせ　役場議会事務局
　☎２８２―１１１１(内線３１２)

御船町議会基本条例
シ ン ポ ジ ウ ム

～ みんなで語ろう みんなの議会 ～～ みんなで語ろう みんなの議会 ～～ みんなで語ろう みんなの議会 ～

開　催　11月29日（日）開　催　11月29日（日）開　催　11月29日（日）

　約7年ぶりに再結成した御船町青年団（上田浩誠団長、
9人）が、9月5日に熊本市で開かれた県総合成年祭の
フットサル部門に出場して優勝を飾り、11月13日から開催
される全国青年大会（東京都）への出場権を手にしまし
た。上田団長は、「県代表として一試合でも多く勝ちた
い。これから、町の催しに積極的に参加して、青年団活動
をＰＲしながら、自分達のカラ－を出していきたい」と抱
負を話されました。御船町にとって青年団の復活は心強く
頼もしいニュースとなりました。

青年団復活。そして全国の舞台へ

photo/ 御船町青年団提供
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Monthly  Capricious  MenuChild  School  Dinosaur Library

恐竜時代への旅

ヴェロキラプトルのなかま
第5話

御船町で発見されたヴェロキラプトル類の歯の化石。
後部の鋸歯（ギザギザ）が大きいのが特徴。
右上の絵はデイニクスの想像図。羽毛を持っていたと考
えられています（絵／同館　宮本厚子）。

　

映
画
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
で
主

人
公
を
最
後
ま
で
苦
し
め
た
小
型
の
肉
食

恐
竜
「
ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
」。
高
い
知

能
を
持
ち
、
群
れ
で
襲
い
か
か
る
ど
う
猛

な
恐
竜
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
、
こ
の
よ
う
な
活
動
的
な
小
型
の

肉
食
恐
竜
が
白
亜
紀
の
御
船
に
も
い
た
ら

し
い
の
で
す
。

　

ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
は
、
ド
ロ
マ
エ
オ

サ
ウ
ル
ス
科
の
恐
竜
で
、
化
石
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
白
亜
紀
後
期
の
地
層
か
ら
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ト
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
絡

み
合
っ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
骨
格
は
、

最
も
有
名
な
標
本
で
す
。

　

ジ
ュ
ラ
紀
後
期
〜
白
亜
紀
前
期
の
ド
ロ

マ
エ
オ
サ
ウ
ル
ス
類
に
は
、羽
毛
を
備
え
、

手
足
に
羽
を
も
ち
、
滑
空
で
き
る
も
の
も

い
た
よ
う
で
、
鳥
類
は
こ
の
ド
ロ
マ
エ
オ

サ
ウ
ル
ス
の
仲
間
か
ら
進
化
し
て
き
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
亜
紀
前
期
の
デ

イ
ノ
ニ
ク
ス
は
、
鳥
の
よ
う
に
活
動
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
初
め
て
描
か
れ
た
恐
竜
と
し

て
有
名
で
す
。

　

平
成
10
年
に
、ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
の

仲
間
が
存
在
し
た
確
実
な
証
拠
が
、
御
船

町
で
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
小
さ

い
歯
の
化
石
で
す
が
、
鋸
歯
に
こ
の
仲
間

の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
前
側
と
比
べ
て

後
側
の
鋸
歯
が
明
ら
か
に
大
き
く
、
そ
の

他
の
肉
食
恐
竜
の
歯
と
の
違
い
は
歴
然
と

し
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
の
歯
よ
り
少
し
大
き

く
、
白
亜
紀
前
期
の
デ
イ
ノ
ニ
ク
ス
と
ほ

ぼ
同
じ
大
き
さ
で
す
。
お
そ
ら
く
全
長
2

㍍
程
度
の
恐
竜
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
文
・
写
真
／
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

か
っ
く
う

き
ょ 

し

運動会で6年生児童
「新風太鼓『響』」の演奏

入学式で元気いっぱいの校歌斉唱

地
域
の
伝
統
芸
能
を
守
り
、
新
た
な
伝
統
と
校
風
を
創
造

学校自慢

七
滝
中
央
小
学
校

七
滝
中
央
小
学
校

七
滝
中
央
小
学
校

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
星々の悲しみ

かぞえうたのほん
岸田　衿子　著

スズキコージ　絵

　個性的な絵と共に楽しめる、楽
しい六つのかぞえうた。どれも言
葉遊びの巧さに感心する。子ども
と一緒に口ずさんでみたくなる
本。

野口　敏　著

宮本　輝　著

　永遠の変らぬ青春の美しさ、悲
しさ、残酷さをみごとな物語と透
徹したまなざしで描く傑作短篇集。

　どんな場面でも会話がはずむ
とっておきの方法があります。
すぐ使えて効果バツグン！「話
し方」「聞き方」「質問の仕方」「つ
かみ方」の具体例が満載。

会話がとぎれない！
　　話し方66のルール

新刊書情報
9月は42冊の本が入りました

◉一般書（42冊）
文　　学／星守る犬　　　　　　　　　（村上たかし 著）
エッセー／あとの祭り親友はいますか　（渡辺　淳一 著）
よみもの／子どもにウケるたのしい雑学（坪内　忠太 著）

子育て日記 わが家の大切な宝物

長
女
・
奏
凛
ち
ゃ
ん 
（
６
歳
）

長
男
・
天
稀
く
ん 

（
１
歳
）

　わが家は小学1年生の長女、1歳の長男の５歳
差姉弟です。長女にとっては待望の弟で、出
産時には立会い、「見て良かった」と感動してい
ました。その後「てんま、うまれてきてくれてあり
がとう」というタイトルの絵本を作ってくれた
お姉ちゃん。手作りの絵本はわが家の大切な
宝物です。
　まだ弟が幼いために怒られ役になることの
多いお姉ちゃん。いろいろな場面で我慢させ
てしまっていることも…、だからこそお姉ちゃ
んには「かりんが一番大好き。お姉ちゃんが
いてくれて助かるよ！」といつも伝えるよう
にしています。
　「天ちゃんが一番好き。かわいくてずっと
ずっと見ときたい！」と言ってくれるお姉ちゃ
んと家事を何でも手伝ってくれるパパ、そし
て２人のばあばに支えられて子育てを楽しん
でいます。

（文・写真／沢木真那実お母さん・豊秋）

　

七
滝
中
央
小
学
校
は
、
平
成
19
年
4
月

に
開
校
し
た
新
し
い
学
校
で
す
。57
名
の

子
ど
も
た
ち
と
15
名
の
教
職
員
で
、地
域
の

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
伝
統
、

校
風
、誇
り
を
、保
護
者
、地
域
と
連
携
し
な

が
ら
創
造
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
大
運
動
会
で
は
、4
年
生
が
地
域

に
伝
わ
る
「
虎
舞
」、5
年
生
が
「
能
寛
太

鼓
」、6
年
生
が「
新
風
太
鼓『
響
』」を
披
露

し
、大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。1
・

2
年
生
、3
年
生
も
す
ば
ら
し
い
演
技
や

競
技
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
さ
わ
や
か
な
風
の
舞
う
丘　

清

ら
か
な
水
の
め
ぐ
み
よ　

緑
に
萌
え
る　

豊
か
な
大
地　

こ
の
ふ
る
さ
と
に　

学
ぶ

喜
び　

み
ん
な
で
は
げ
も
う　

七
滝
中
央

小
」
の
校
歌
も
自
慢
の
一
つ
で
す
。平
成
音

大
の
出
田
敬
三
学
長
作
曲
で
、
み
ん
な
元

気
に
さ
わ
や
か
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

  

七
滝
中
央
小
は
、「
小
規
模
特
認
校
」と
し

て
、
校
区
外
か
ら
も
通
学
で
き
ま
す
。子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
習
し
、
全
校
で

仲
良
く
遊
ん
で
い
る
姿
も
自
慢
の
一
つ
で

す
。　　
（
文
・
写
真
／
七
滝
中
央
小
学
校
）
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）
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）
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）
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）
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氏　

名　
（
年
齢
）  

死
亡
日  

住　

所

おくやみ

9
月
1
日
〜
9
月
30
日
届
出
分 

（
敬
称
略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 21年9
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,711 人 （±０ 人）男　　 8,711 人 （±０ 人）男　　 8,711 人 （±０ 人）
女　　 9,619 人 （＋７ 人）女　　 9,619 人 （＋７ 人）女　　 9,619 人 （＋７ 人）
計　 18,330 人 （＋７ 人）計　 18,330 人 （＋７ 人）計　 18,330 人 （＋７ 人）
世帯数 6,887世帯（＋５世帯）世帯数 6,887世帯（＋５世帯）世帯数 6,887世帯（＋５世帯）

人口　（平成 21年9月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比

女　　  人 （  人）
計　  人 （  人）
世帯数 世帯（ 世帯）

人口　（平成 21年9月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,711 人 （±０ 人）男　　 8,711 人 （±０ 人）男　　 8,711 人 （±０ 人）
女　　 9,619 人 （＋７ 人）女　　 9,619 人 （＋７ 人）女　　 9,619 人 （＋７ 人）
計　 18,330 人 （＋７ 人）計　 18,330 人 （＋７ 人）計　 18,330 人 （＋７ 人）
世帯数 6,887世帯（＋５世帯）世帯数 6,887世帯（＋５世帯）世帯数 6,887世帯（＋５世帯）

DATADATA

在）在）

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.1％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

 第１回青少年健全育成大会の開催

1日㊐　高浜内科医院 ☎237-1738 

1日㊐　古閑整形外科胃腸科医院 ☎284-2010

3日㊋　榊田外科医院 ☎282-6363

8日㊐　藤岡医院 ☎282-0405

15日㊐　西村病院 ☎237-1551

22日㊐　熊本回生会病院 ☎237-1133

23日㊊　御船クリニック ☎282-0106

29日㊐　泰泉堂牟田医院 ☎282-0216
※変更となる場合があります。
　電話で確認してから受診ください

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 11月
霜月

保健カレンダー

元気クラブカレンダー

対象者：H21.6月～7月生／受付：午前10:00

対象者：H21.3月生／受付：午前9:00

対象者：H20.3月～4月生／午後1:00

対象者：１歳～4歳／受付：午後2:30～3:30

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：生後3～6か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.１月生／受付：午前9:30

対象者：妊婦／受付：午後1:00

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

受付：午前8:30～午後5:30(土･日･祝日･第一木曜日は除く)

【4か月児健診】

【7か月児健診】

【１歳6か月児健診】

【フッ素塗布】

【ポリオ予防接種】

【BCG予防接種】

【三種混合予防接種】

【10か月児相談】

【母子手帳交付マタニティークラス】

【ポリオ予防接種】

【健康相談】

2日㊊

9日㊊

10日㊋

12日㊍

2日㊊

13日㊎

5日㊍

6日㊎

11日㊌

4日㊌

１６日㊊

場所：御船町憩いの家／時間：午前10:00～正午

場所：滝尾公民館／時間：午前10:00～正午

場所：水越公民館／時間：午前10:00～正午

場所：木倉公民館／時間：午前10:00～正午

場所：下高野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：陣多目的集会所／時間：午前10:00～正午

場所：七滝公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上田代中央公民館／時間：午前10:00～正午

場所：北田代公民館／時間：午後1:30～3:30

【御船、辺田見、滝川地区】

【滝尾地区】

【水越地区】

【木倉地区】

【高木地区】

【小坂、陣、豊秋地区】

【七滝地区】

【上野地区】

【田代東部地区】

【田代西部地区】

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1111

※地域ごとに、開催日などを掲載しています
問 御船町地域包括支援センター　☎282‒2911

I N FOR M A T ION

✂（
キ
リ
ト
リ
線
）

　「じぶんの夢・感動」作文発表会開催。小中学生
から299人の出品があり、31人が入賞。そして、7
人が発表しました。自分の夢を描き、そして精一
杯力を発揮。参加者みんな感動の嵐でした。子ど
もの成長に保護者からの感謝の言葉がありました。
「夢あるところに道あり」夢が私たちに勇気を与え
てくれます。「ロケットができたから月に行けた
のではなく、月に行きたいと思った人がいたから、
ロケットができた」と日本一の講演家、高光聆輔先
生の言葉です。この日の思いが子どもたちの将来
に影響を与えたことは間違いありません。今回の
青少年健全育成大会の運営にご協力いただいた関
係者各位に敬意と感謝を申し上げます。

地球探検隊「第2回　御船層群」
開催日／11月1日㊐
時　間／午前9：00～午後4：00
場　所／御船町周辺
内　容／「堆積岩と化石」をテーマとした野外観察

会。御船層群の地質観察や化石採集、恐竜
化石調査体験などを行います。

対象者／小学生～大人（先着30名）
参加料／無料                         　　　　　　　
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051

町民スポーツ大会
開催日／11月8日㊐
時　間／午前9：00～午後4：00
場　所／町民グラウンド、スポーツセンター ほか
内　容／年に一度の地区対抗スポーツ大会。ソフ

トボール、ゲートボール、綱引きなど7種
目の競技で優勝を目指します。一般参加
者は、ニュースポーツ体験や、温水プール
が無料で利用できます。

問い合わせ／教育委員会社会教育課社会体育係
　　　　      （スポーツセンター内）☎282-4111
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日
11日

13日

17日

18日

19日
20日

22日
24日
25日
26日
27日

28日

29日

30日

朝礼。御船町甲佐町衛生施設
組合議会。嘱託員会定例会。
農業振興地域整備計画の見直
し打合せ。御船小学校改築プ
ロポーザル打合せ。
行政視察研修（鹿児島県さつま
町議会）。小川嘉島線・小川御船
間要望活動。オアシス秋桜祭り。
農政局へバイオマス打合せ。
町認定農業者同友会総会。
第3回御船町マニフェストま
ちづくり大会。
上野地区球技大会。片志和地区
スポーツレクリェーション。
小坂地区体育大会。
交通安全協議会辞令交付及び
協議会。議会全員協議会。
光ファイバー打合せ。があーっ
ぱ祭り反省会。白岩進出企業と
の立地協定（調印式）。
バイオマス打合せ（衆議院議
員会館）。
第3回御船町議会定例会（～16日）。
金婚夫婦表彰巡回（熊日より）。
農政局へバイオマス打合せ。
くまもと まち育て塾第１回講
座。5丁目敬老会及びミニ集会。

水越大運動会。上野地区敬老会。
JICA 「ザンビアへボランティア」
表敬訪問（阿部あゆみさん・七滝）。
県倫理法人会（高尾氏）インタ
ビュー取材。
秋の交通安全出発式。なみき
が丘開発関連打合せ。
木倉校区敬老会。
熊本県建築組合連合会グラウンドゴ
ルフ大会。町立小学校運動会（木倉、
滝尾、高木、七滝中央）。見知ろう会。
水越神社大祭。
御船町職員人権研修。
牛ヶ瀬2区敬老会。
第2回御船町公売会。
町立小学校運動会（御船、小坂）。
七滝地区敬老祝賀会。旧七滝中
学校跡地利用の協議。びぷれす
熊日（があーっぱ祭り写真展）
西邦電気工事（株）起工式。行政
視察研修（福島県大熊町議会）。
上益城地区社会人権教育研究
集会。御船高校生インタ
ビュー取材。上益城農業経営
改善同友会40周年記念式典。
御船中学校町指定研究発表。
消防正・副団長分団長会議。

9月の主なうごき

▲最優秀賞の発表を待つ児童・生徒たち
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国民健康保険税　　　　　6期

介護保険料　　　　　　　6期

後期高齢者保険料　　　　5期

納　期　日 11月30日㊊
口座振替日 11月27日㊎

あんしん納税

4日㊌

4日㊌

4日㊌

4日㊌

6日㊎

13日㊎

20日㊎

24日㊋

24日㊋

27日㊎

随　時

17日㊋

30日㊊

24日㊋

26日㊍

16日㊊

27日㊎

19日㊍

20日㊎

25日㊌

18日㊌
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国道445号（小坂）沿いの花壇（10月1日撮影）

　中秋の名月の10月3日、やすらぎの丘（田代）
で観月会が開かれました。新宅末廣さん（田代）
が吉無田高原の魅力や交流の輪を広げようと企
画し、今年で3回目。日没の午後６時、澄んだ
夜空に満月が浮かび上がると、その美しさにし
ばし見入る参加者たち。さらに西側を見渡すと、
熊本市内の夜景も一望でき、新宅さんが長年か
けて築き上げた〝吉無田屈指の絶景ポイント〟
で月と夜景を贅沢に堪能しながら、月見の宴は
夜遅くまで続いていました。

季
節
の
便
り

　澄みわたった夜空がひときわ美しく感じられる秋の夜長にぴったりなお
月見メニューの登場です。おばあちゃん、お母さんに習って一緒にお団
子を丸めれば、楽しさと美味しさがさらに倍増しそうですね。モチモチし
たお団子を家族団らんで食べながら、御船の夜空に浮かぶお月さまを眺
めて、〝一息〟ついてみられてはいかがでしょうか。

デザートデザート

P ickup T opics
新宅さんが私有地を一般客に開放している「やすらぎの丘」。七福神、あずま屋、
季節を彩る花など、心温まるお持て成しに再び訪れるリピーターも多いとか…。

コ ス モ ス

贅沢三昧のお月見会贅沢三昧のお月見会贅沢三昧のお月見会

▼
田
ん
ぼ
に
は
稲
穂
も
実
り
、収
穫
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
稲
刈
り
を
す

る
風
景
を
見
か
け
ま
す
。
日
本
の
四
季
の
移
り

か
わ
り
が
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
ま
す
▼
秋
と
い

え
ば
運
動
会
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
天
候

な
ど
心
配
さ
れ
る
中
、各
小
学
校
、保
育
園
、幼
稚

園
で
無
事
に
開
催
で
き
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も

達
も
ま
た
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
成
長
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
ひ

と
つ
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
▼
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
…
。　
　
　
　
　

  

ゆ

▼
9
月
下
旬
、16
年
ぶ
り
に「
七
滝
中
学
校
」を
級

友
と
訪
問
。
も
う
ま
も
な
く
母
校
が
解
体
さ
れ

る
た
め
、最
後
の
思
い
出
に
と
連
絡
を
取
り
合
い

開
催
し
た
緊
急
同
窓
会
。
校
舎
を
背
景
に
記
念

撮
影
や
校
舎
の
見
学
を
す
る
な
か
で
、改
め
て
母

校
の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感
。
こ
の
場
所
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
て
級
友
と
集
い
、い

つ
ま
で
も
心
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
。
月
日
は
確
実
に
経
過
し
て
い
く
な
か
で
、〝
仲

間
と
の
時
間
〞や
〝
人
間
く
さ
さ
〞
は
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。    

○

編

集

後

記

※御船川は、熊本の伝統野菜「水前寺菜」を御船町がブランド化したものです。
　町内６店舗（かあちゃん市、ＪＡみふね青空市、黒潮市場、酒井商店、 きくや、米村商店）をはじめ、鶴屋百貨店、
　サンリブ、マルショク、ハローグリーンの県内主要店舗で販売中です。詳しくは、役場経済振興課農林企画係（☎282-1111）まで

秋　桜

仁

No.504

しんたくすえひろ

消消
産産地
レ
シ
ピ

御船川のゆで汁…………

米粉………………………

練あん………………………
砂糖………………………
かたくり粉……………………

材料（8個分）

１カップ

１カップ

8個分
大さじ2
適量

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
カルシウム 
鉄
塩分

96.0kcal
2.5ｇ
1.2ｇ
20.9ｇ
5.0mｇ
0.6mｇ
0.2ｇ

栄養価（１個当たり）
①厚手の鍋に御船川のゆで汁と砂糖を入れ火にかけます。
②沸騰したら、米粉を入れシャモジで手早く錬り、火を弱め
てなめらかになるまで練り上げます。
③用意した、かたくり粉にとり、もちの要領でちぎり、あん
を包んで出来上がり。

※ゆで汁は長く浸しておくほど濃い色が出ますので、好みの
色は浸す時間で調整してください。

作り方（所要時間約20分）

（御船川のゆで汁にレモンの絞り汁または食酢）

（もち米・うるち米　7：3の割合）

土俵を沸かす〝わんぱく力士〟
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